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プロフィール 笹谷 秀光（ささや ひでみつ） Hidemitsu Sasaya

（主な兼職）日本経営倫理学会理事、グローバルビジネス学会理事
、特定非営利活動法人サステナビリティ日本フォーラム理事、学校
法人千葉学園評議員、宮崎県小林市「こばやしPR大使」、文部科
学省青少年の体験活動推進企業表彰審査委員（平成26年度より）
、地方創生まちづくりフォーラム「まちてん」2016，2017実行委員長、
未来まちづくりフォーラム2019実行委員長、一般社団法人企業研
究会主催の連続講座「ＥＳＧ/ＳＤＧｓ対応フォーラム(笹谷塾)」で講
師、通訳案内士資格保有（仏語・英語）

▶笹谷秀光の公式サイトー発信型三方よしー」
https://csrsdg.com/

東京大学法学部卒業。1977年農林省入省。2005年環境省大臣
官房審議官、2006年農林水産省大臣官房審議官、2007年関東
森林管理局長を経て、2008年退官。同年伊藤園入社、取締役
、常務執行役員を経て2019年退職。現在、現在、社会情報大
学院大学客員教授。

メルマガ配信ご希望の方はサイトからメールください。

「経済産業大臣賞」（最優秀賞） 受賞（2019.5.27)
（第７０回 全国能率大会懸賞論文、公益社団法人全日本能率連盟主催・経済産業省後援）

受賞論文題名は、「持続可能性新時代におけるグローバル競争戦略―SDGs活用による新たな価値創造―」
https://www.zen-noh-ren.or.jp/conference/article-list/

CSR/SDGsコンサルタント、社会情報大学院大学客員教授

著書 「CSR新時代の競争戦略-ISO26000活用術」

（日本評論社・2013年） 「協創力が稼ぐ時代―ビジネ
ス思考の日本創生・地方創生」（ウイズワークス社・
2015年） 環境新聞ブックレットシリーズ14「経営に生
かすＳＤＧｓ講座」（環境新聞社・２０１８年）。

https://csrsdg.com/
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SDGsの概要

（出典）外務省ホームページ
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/doukou/page23_000779.html

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは

●2015年9月に「国連持続可能な開発サミット」の成果文書として、「我
々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採

択された。アジェンダは、人間、地球および繁栄のための行動計画とし
て、宣言および目標を掲げた。
●この目標が、17の目標と169のターゲットからなる「持続可能な開発
目標（SDGｓ）」である。今後のサステナビリティを考えるうえでの世界の
共通言語として位置付けられる。
●全ての国で取り組む、企業の役割も重視（SDGsコンパスなど）の点
がMDGsとは異なる。
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日本再興戦略とESG
＜「日本再興戦略」改訂2014＞
アベノミックス第3の矢の一環：資本市場へはスチュワードシップ・コード、企業へはコーポレートガバナンス・コードが整備。

日
本
経
済
の
持
続
可
能
な

成
長
に
向
け
て

スチュワードシップ・コード

資本市場：顧客資産の運用
資本リターンの着目した投資

機関投資家などがスチュワード(顧客からその資産の管理を委ねら
れた者)として、投資先の上場企業に対して持続的成長を促すため
の行動規範

コーポレートガバナンス・コード 上場企業のさまざまなステークホルダーとの関係を踏まえた適正なコ
ーポレートガバナンスと、持続的成長を実現するための行動規範

企業：投資資金の受入れ
持続可能な成長に向けた企業戦略
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「パリ協定」
「コーポレート

ガバナンスコード」

2015年は、ESG元年／2018年は、SDGs 実装元年

2020

東京五輪・パラリンピック

2030

GE SE

持続可能性をめぐるタイムライン
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2025

2025年日本万国博覧会の大阪招致構想

世界が合意した持続可能な開発目標の達成

G
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ジャパンSDGsアワード受賞団体

外務省 ホームページより https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/japan_sdgs_award_dai1/siryou2.pdf

【企業は4社受賞】
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ジャパンSDGsアワード受賞団体（第2回）15団体

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/
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『GPIFが日本株指数の「JPX日経インデックス400」に採用されている企業を対象に2017年2月から3月にかけて実施したアンケート調査では、「SDGsへの取り組み
を始めている」と回答した企業が24％、「SDGsへの取り組みを検討中」と答えた企業も21％を占めました。SDGsに賛同する企業が17の項目のうち自社にふさわしい
ものを事業活動として取り込むことで、企業と社会の「共通価値の創造」（CSV=Creating Shared Value）が生まれます。その取り組みによって企業価値が持続
的に向上すれば、GPIFにとっては長期的な投資リターンの拡大につながります。GPIFによるESG投資と、投資先企業のSDGsへの取り組みは、表裏の関係にあるとい
えるでしょう。』

（出典）図版・文章抜粋ともにGPIFホームページより http://www.gpif.go.jp/operation/esg.html#b

ESG投資とSDGsの関係 年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）の発信
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経済産業省：第1回 SDGs経営／ESG投資研究会 2018.11.26

http://www.meti.go.jp/shingikai/economy/sdgs_esg/001.html
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活動の共通基盤(プラットフォーム）

パブリック
リレーションズ

・住友化学 × 海外企業
・伊藤園 × 自治体×農家
・パナソニック × NPO/NGO・国際機関
・エプソン x 金融機関 x 自治体等

・金沢工業大学×地元関係者
・岡山大学 × 海外教育機関
・東京大学 × 企業
・千葉商科大学X関係者「再生エネルギ
ー100％」
・学校法人先端教育機構「SDGs総研」

・（政府）ジャパンSDGsアクションプラットフォーム
・大野市 × 水に関係する企業および団体
・下川町 × 企業 × 教育機関
・真庭市 X 企業 x 関係者
・北九州市 × 市民団体 × 自治会 × NPO

SDGsのコミュニケーション 「産官学金労言」

PPAP：Public Private Action for Partnership
消費者の選ぶ力と参画でパートナーシップの強化へ

＜企業参画の連携・協働の事例＞

・富山大学 × 魚津市
× 企業 ×地元金融機関

・日経ESG経営フォーラム
（SDGsとESG）
・日経BPコンサルティング
（SDGsデザインセンター）

11

消費者
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SDGsアクションプラン２０１９


